


型 内 容

伴走・ 寄り添い型支援

○家庭に次いで、子どもにとって最も身近な地域における会話や見守りによる支援。

○子ども食堂や勉強の支援を受ける中でなじみの職員にちょっとした話を聞いてもらったり、

登下校の際に、児童の見守りを行う民生・児童委員等と会話する等、本人が精神的な

安らぎを感じちょっとしたことを話せる、日常の中での寄り添い。

○地域包括支援センターによる総合相談支援機能の活用、地域拠点が行う伴走

型支援(介護保険基本計画の見直し等）

共感型支援

○日常ではケアの悩みを共感できる人がいない等の場合に、同じヤングケアラーの立場の

子どもや元ヤングケアラーに話を聞いてもらったりすることで、徐々に自分の気持ちを安心し

て話せるようになる。

○思いを聞いてもらい、年上のケアラー等から経験者としての助言や経験談を聞くことで、

選択肢を広げられるようになる。

○寄り添ってくれる人がいることが安心感や精神的な負担の軽減につながる。

課題解決型支援
○ケアを受けている家族向けや本人向けの行政等による福祉サービス等の提供。
※介護保険事業計画への反映

支援のパターン



① こども家庭センター

中心モデル

② 生活福祉中心モデル

障害/高齢を選択も可

③ 重層的支援体制

整備事業活用モデル

中心機関

こども家庭センター

（要保護児童対策地域協議

会調整機関）

A 福祉事務所、

自立相談支援機関

B 基幹相談支援センター、

相談支援事業所等

C 地域包括支援センター

のいずれか

重層的支援体制整備事業の

推進機関

（福祉政策主管課等）

活用する

ネットワーク・

会議体

要保護児童対策地域協議会 A 支援会議

（生活困窮者自立支援法）

B 地域自立支援協議会

C 地域ケア会議

●支援会議（社会福祉法）

●重層的支援会議

支援のネットワーク体制の想定


